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第
十
七
節
蕃
地
事
務
局
病
院
　
明
治
七
年
四
月
四
日
、
台
湾
征
討
軍
が
起
さ
れ
、
大
隈
重
信
を
麦
局
長
と
し
、
西
郷
従
道
を
都
督
と
す
る
蕃
地
事
務
局
が
設
立
さ
れ
て
、
そ
の
鎮
定
を
急
い
だ
の
で
あ
る
が
、
長
崎
か
ら
も
こ
の
征
台
の
軍
兵
を
輸
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
二
十
八
日
、
三
菱
蒸
気
船
会
社
は
台
湾
蕃
地
事
務
局
の
命
に
よ
っ
て
、
軍
事
輸
送
の
任
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
、
次
に
そ
の
文
書
を
示
す
こ
ど
に
し
よ
う
。
（
「
西
南
事
件
御
用
船
書
類
合
綴
文
書
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
菱
蒸
気
船
会
社
　
蕃
地
海
運
御
用
申
付
候
条
格
別
尽
力
便
利
相
成
候
様
可
致
事
　
　
　
明
治
七
年
七
月
二
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
蕃
地
事
務
局
　
こ
の
命
が
下
っ
て
か
ら
、
長
崎
に
出
張
所
を
持
つ
三
菱
蒸
気
船
会
社
で
は
船
舶
七
隻
の
徴
傭
を
受
け
、
そ
の
局
を
結
ぶ
ま
で
に
前
後
二
十
五
回
、
品
川
・
長
崎
・
台
湾
・
天
津
・
兵
庫
・
上
海
・
熊
本
の
各
地
問
を
運
航
せ
し
め
た
。
即
ち
、
八
月
十
二
日
、
歩
兵
第
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
十
三
大
隊
七
十
二
人
、
第
三
砲
隊
五
人
、
医
官
四
人
を
乗
せ
た
金
川
丸
は
品
川
を
抜
錨
し
、
同
月
十
七
日
に
は
長
崎
に
到
着
し
、
同
月
二
十
四
日
、
歩
兵
第
一
聯
隊
千
四
百
人
、
医
官
四
人
は
東
京
丸
に
乗
船
し
て
品
川
を
出
帆
し
、
三
十
日
に
は
長
崎
に
至
っ
た
。
こ
れ
等
の
征
台
の
軍
兵
は
長
崎
到
着
後
、
川
蒸
汽
に
乗
り
、
熊
本
鎮
台
に
入
っ
て
い
る
が
、
八
月
二
十
六
日
、
長
崎
を
出
帆
し
た
金
川
丸
は
熊
本
よ
り
兵
員
を
載
せ
て
一
旦
、
長
崎
に
帰
っ
た
。
そ
し
て
九
月
一
日
に
至
り
、
熊
本
鎮
台
の
兵
員
約
七
百
人
、
人
夫
千
人
を
乗
せ
た
金
川
丸
は
長
崎
を
抜
錨
し
、
台
湾
に
赴
い
た
。
九
月
九
日
、
台
湾
に
着
き
、
同
日
、
台
湾
に
在
っ
た
参
軍
赤
松
則
良
以
下
、
五
百
九
十
九
人
を
台
湾
か
ら
載
せ
て
長
崎
に
向
っ
た
が
、
六
日
後
の
十
四
日
に
、
同
船
は
長
崎
に
帰
着
し
た
。
陸
海
両
軍
の
兵
員
は
海
軍
の
所
有
船
舶
だ
け
で
は
不
足
す
る
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に
民
間
会
社
の
船
舶
を
徴
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
九
月
二
十
二
日
、
品
川
を
出
帆
し
た
東
海
丸
は
歩
兵
第
一
大
隊
と
海
軍
省
用
一271一
　
　
　
第
十
七
節
　
　
蕃
地
事
務
局
病
院
物
若
干
を
載
せ
て
長
崎
に
同
月
二
十
八
目
に
到
着
し
て
お
り
、
又
、
同
月
二
十
四
日
に
は
熊
本
鎮
台
の
兵
を
載
せ
た
高
砂
丸
が
長
崎
に
着
き
、
二
十
五
日
に
は
そ
の
一
部
約
七
百
五
十
人
を
乗
せ
た
金
川
丸
が
長
崎
を
出
帆
し
、
台
湾
に
十
月
四
日
に
着
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
金
川
丸
が
台
湾
を
出
発
し
、
長
崎
に
十
月
十
二
日
に
到
着
し
た
時
は
台
湾
に
お
け
る
傷
病
兵
六
百
九
十
九
人
を
乗
せ
て
来
て
い
た
の
、
で
あ
る
。
然
し
、
長
崎
に
お
い
て
は
、
な
お
、
傷
病
兵
を
収
容
す
べ
き
場
所
が
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
長
崎
病
院
は
、
当
然
そ
の
収
容
所
に
充
当
す
べ
き
施
設
と
し
て
注
月
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
長
崎
医
学
校
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
長
崎
病
院
は
、
丈
部
省
の
所
轄
に
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
長
崎
医
学
校
長
に
赴
任
し
て
い
た
長
谷
川
泰
は
中
央
政
府
当
局
と
の
関
係
が
円
滑
で
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に
長
崎
医
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
蕃
地
事
務
支
局
の
配
下
に
属
し
て
、
長
崎
病
院
を
そ
の
兵
員
病
院
に
充
て
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
金
川
丸
が
十
月
十
二
日
に
長
崎
に
入
港
し
た
時
は
全
く
そ
の
収
容
準
備
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
傷
病
兵
は
長
崎
病
院
に
収
容
さ
れ
ず
、
熊
本
に
廻
送
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
第
二
次
の
傷
病
兵
を
輸
送
し
て
来
た
高
砂
丸
が
台
湾
よ
り
長
崎
に
到
着
し
た
の
は
十
月
十
六
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
傷
病
兵
若
干
を
収
容
す
る
施
設
に
当
て
ら
れ
た
の
が
長
崎
病
院
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
臨
時
的
な
措
置
で
あ
っ
た
が
、
長
谷
川
泰
は
文
部
省
当
局
の
交
渉
を
悪
意
に
解
し
、
自
ら
の
過
去
の
不
満
を
爆
発
せ
し
め
て
、
こ
の
収
容
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
記
の
よ
う
な
長
崎
医
学
校
長
の
被
免
や
長
崎
医
学
校
の
廃
止
が
起
っ
た
の
で
あ
る
。
悪
意
の
人
は
常
に
物
事
を
悪
意
に
解
し
勝
ち
で
、
些
細
な
こ
と
も
大
き
く
云
い
立
て
て
は
争
論
を
事
と
し
、
常
に
渾
る
と
こ
ろ
な
く
、
無
理
強
い
な
行
為
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
長
谷
川
泰
に
も
幾
分
こ
う
し
た
面
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
些
か
自
暴
自
棄
に
陥
っ
て
い
た
。
　
十
月
三
十
一
日
を
以
て
長
崎
医
学
校
及
び
長
崎
病
院
の
残
務
整
理
が
終
り
、
台
湾
蕃
地
事
務
局
は
十
一
月
一
日
よ
り
発
足
し
て
、
吉
田
健
康
を
そ
の
傭
に
発
令
し
、
同
月
十
日
に
は
前
記
の
よ
う
に
文
部
省
の
長
崎
医
学
校
を
台
湾
蕃
地
事
務
局
に
移
管
す
べ
き
旨
の
発
表
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
長
崎
は
陸
軍
少
将
野
津
鎮
雄
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
長
崎
病
院
に
お
け
る
傷
病
者
の
死
亡
に
つ
い
て
も
達
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
即
ち
「
明
治
一272　一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
官
七
年
従
一
月
至
十
二
月
、
大
蔵
省
督
学
局
布
達
留
」
に
次
の
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
が
あ
る
。
　
　
（
朱
）
　
第
三
百
廿
三
号
　
　
（
朱
）
　
達
第
弐
百
六
号
　
陸
軍
所
管
之
軍
人
軍
属
当
港
病
院
留
養
候
者
第
一
死
去
ホ
有
之
候
節
本
　
貫
井
所
管
鎮
台
通
報
之
義
ハ
陸
軍
々
医
ニ
テ
取
扱
候
筈
二
候
得
共
本
人
　
遺
髪
遺
物
ホ
ハ
貴
県
ヨ
リ
其
所
管
鎮
台
工
御
差
廻
相
成
度
此
旨
及
御
照
　
管
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
軍
少
将
野
津
鎮
雄
代
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
軍
少
佐
　
　
大
　
治
　
　
　
渉
　
　
　
七
年
十
二
月
廿
一
日
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
殿
　
追
テ
本
文
之
義
者
蕃
地
事
務
局
病
院
貴
県
ニ
テ
御
引
請
後
右
御
所
置
二
　
相
成
候
義
ト
御
承
知
有
之
候
様
此
旨
為
念
申
説
候
也
　
　
（
朱
）
　
第
三
百
二
十
四
号
　
、
（
朱
）
　
達
第
二
百
七
号
　
今
般
蕃
地
事
務
局
病
院
貴
県
御
所
轄
相
成
候
二
付
諸
御
用
之
儀
者
同
局
　
よ
り
御
照
会
二
可
相
及
候
得
共
陸
軍
々
医
出
張
候
限
り
総
テ
軍
医
之
成
　
規
二
照
シ
執
行
候
様
兼
而
陸
軍
卿
よ
り
達
有
之
候
間
此
旨
為
御
承
知
申
　
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
進
置
候
也
陸
軍
少
佐
　
　
大
　
治
渉
　
　
　
七
年
十
二
月
廿
一
日
　
　
　
長
崎
県
令
　
宮
川
房
之
殿
　
十
二
月
二
十
四
日
、
吉
田
健
康
は
台
湾
蕃
地
事
務
局
よ
り
勤
務
中
、
勉
励
し
た
こ
と
を
賞
さ
れ
て
二
十
五
円
を
下
さ
れ
た
。
こ
の
兵
員
病
院
に
関
す
る
資
料
は
出
納
簿
そ
の
他
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
て
お
く
。
　
次
に
明
治
七
年
十
二
月
、
蕃
地
事
務
局
病
院
の
規
程
す
る
病
院
食
を
示
そ
う
と
思
う
が
、
こ
れ
は
同
病
院
が
兵
員
病
院
に
充
て
ら
れ
て
い
て
も
、
従
来
通
り
長
崎
病
院
の
規
程
に
よ
っ
て
一
般
西
欧
人
、
中
国
人
及
び
日
本
人
に
治
療
、
病
院
食
を
施
し
て
い
た
証
左
で
あ
る
。
（
中
国
料
理
は
省
略
す
る
。
）
　
　
、一
　
金
弐
拾
壱
銭
　
　
朝
　
玉
子
ニ
ツ
　
　
　
　
ソ
ー
ッ
プ
　
　
　
　
漬
物
　
　
　
　
〆
　
こ
れ
は
日
本
食
で
、
会
計
で
あ
っ
た
が
、
患
者
賄
御
壱
人
前
　
　
昼
　
肴
　
　
　
　
夕
　
肴
　
　
　
　
牛
肉
　
　
　
　
　
に
し
め
　
　
　
　
漬
物
　
　
　
　
　
漬
物
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
風
呂
代
は
「
一
人
前
一
金
壱
銭
」
で
、
別
西
欧
人
用
食
餌
と
し
て
は
二
種
に
分
類
さ
れ
一273一
第
十
七
節
　
　
蕃
地
事
務
局
病
院
て
い
た
。
　
一
金
八
拾
四
銭
　
　
　
　
パ
ン
　
　
　
　
ソ
ー
ッ
プ
　
　
　
　
玉
子
四
ツ
　
　
　
　
砂
糖
　
　
朝
　
塩
　
　
　
　
コ
ー
ヒ
イ
　
　
　
　
ポ
：
ト
ル
　
　
　
　
飯
　
　
　
　
〆
上
等
洋
人昼
一
金
六
拾
銭
　
　
下
等
洋
人
　
　
パ
ソ
　
　
ソ
！
ッ
プ
　
　
玉
子
ニ
ツ
　
　
茶
朝
　
塩
　
　
　
　
　
　
　
昼
　
　
砂
糖
　
　
飯
　
　
〆
〆飯菓芋野塩肴砂牛パ
　　子　菜　　糖肉ン
〆菓飯砂芋塩肴牛パ
　子　糖　　　肉ン
夕
　
右
同
断
夕
　
右
同
断
　
こ
の
よ
う
な
献
立
中
、
支
那
人
平
食
は
「
金
弐
拾
八
銭
八
厘
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
七
年
十
二
月
、
小
嶋
病
院
賄
方
品
川
伝
吉
の
作
製
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
一
月
十
四
日
の
蕃
地
事
務
局
支
払
の
長
崎
病
院
の
給
料
を
次
に
示
そ
う
。
一
金
五
拾
円
一
金
四
拾
五
円
一
金
弐
拾
五
円
一
金
弐
拾
五
円
一
金
弐
拾
五
円
一
金
弐
拾
五
円
一
金
拾
五
円
一
金
拾
五
円
一
金
拾
五
円
一
金
拾
五
円
一
金
拾
五
円
一
金
弐
拾
四
円
但
壱
人
拾
弐
円
宛
一
金
拾
円
一
金
拾
四
円
但
壱
人
七
円
宛
医
員
薬
局
掛
庶
務
掛
門
　
衛
　　　ハ打加西青井川大井永金青藤田杉深吉
橋幡　田手原岡田岡原木野。原町田
庸豊　林　三
次次政太守八尚武丈文拙雪秋郁　健
郎郎保郎躬郎斎雄子亮蔵道桂蔵亨康
一274一
次
に
、
同
日
、
一
金
弐
円
一
金
壱
円
七
拾
五
銭 支
払
わ
れ
た
宿
料
を
示
そ
う
。
一
金
拾
円
五
拾
銭
但
壱
人
壱
円
五
拾
銭
医
員
　
　
吉
　
　
　
深
　
　
　
杉
　
　
　
田
　
　
　
金
　
　
　
永
　
　
　
井
　
　
　
大
岡田岡原口原町田
尚武丈文秋郁　健
斎雄子亮桂蔵亨康
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庶
務
掛
　
　
川
原
三
八
郎
　
叉
、
レ
ウ
エ
ン
に
対
す
る
給
料
は
同
年
三
月
五
日
に
、
一
・
二
月
分
を
合
せ
て
麦
払
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
教
師
レ
ー
ウ
エ
ン
給
料
　
一
金
八
拾
円
　
　
　
　
本
年
一
月
二
月
分
　
一
金
六
拾
円
　
　
　
　
同
人
宿
料
同
上
　
つ
ま
り
一
ヶ
月
の
本
俸
四
十
円
、
宿
料
三
十
円
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。
　
こ
の
長
崎
医
学
校
の
廃
止
や
蕃
地
事
務
局
病
院
の
設
置
の
場
合
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
人
間
を
敵
と
考
え
る
政
治
的
圧
迫
は
常
に
外
部
か
ら
齎
ら
さ
れ
、
人
間
の
疾
病
を
癒
し
、
人
間
の
誤
っ
た
思
考
を
正
そ
う
と
す
る
真
の
長
崎
医
学
の
興
隆
を
　
　
　
第
三
章
　
明
治
維
新
に
よ
る
機
構
改
革
希
う
も
の
は
内
部
に
し
か
存
在
せ
ず
、
且
つ
叉
、
内
部
の
攻
争
は
学
術
破
壊
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
一275一
